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石川 洋一●日本ドロップシッピング協会理事長

2006年に急速に発展したドロップシッピング
業界全体でのルール整備が始まる

■　ドロップシッピングとは

ドロップシッピングとは、日本語に訳せば「直送」であり、

ここでは特に「ネットショップなどが販売した商品を、それ

を供給するメーカー/サプライヤーが、顧客即ち消費者に直

接発送するサービス」のことを言う。Eコマースのサービス

形態のひとつとして、2006年初頭以来、メディアが先導す

る形で急激な発達を遂げた。

このシステムを利用すると、一般のホームページ所有者が、

ドロップシッピングサービスの提供者（Dropshipping

Service Provider＝DSP）から商品の供給を受け、自身で

在庫を持ったり発送業務を行ったりすることなく、簡単に

ネット上にショップを開設することができる。これらのショ

ップ運営者を「ドロップシッパー」と呼ぶ。また、既存のネ

ットショップは、DSPから提供される新しい分野の商品を

加えることによって、在庫などのリスクを負うことなく、販

売ラインを拡張することができる。

ドロップシッピングは、DSPより商品の供給を得て従来

の商品ラインの品数を増やしたり、それらの商品をもって新

規に自分でショップをオープンしたりするものと、DSPが提

供するTシャツやマグカップなどに自分のデザインを施し、

それを販売する「デザイン登録型」のものと、大きく２つの

形態に分けることができる。

■　ドロップシッピングのメリット

こうしたドロップシッピングのメリットを販売者の立場か

ら要約すると、以下のようになる。

（1）販売者（ドロップシッパー）は、自ら販売主体となり

独自ブランドの店舗を運営できる。

（2）前述したように、販売者は在庫を持つことなく、商品

を販売できる。

（3）販売者は、仕入れ、物流、店舗、回収などのバックヤ

ード業務をDSPに委託できる。

（4）販売者は商品価格を独自に設定できる。

（5）販売者は顧客情報の所有者となることができる。

■　ドロップシッピングの現状

業界の主要DSPが提供するシステムを使用してショップ

ドロップシッピングの現状と課題

をオープンする個人サイトは、2007年5月現在、約7万店程

度と推測される。

そもそもこの直送システムは、いくつかの卸売業者が、多

くの既存ネットショップを対象に以前から提供していたとい

う実績がある。たとえば、株式会社リアルコミュニケーショ

ンズは、2005年よりこの販売方式を提供している。現在、

法人顧客は5000店を超え、その売上は同社の全売上高の

95%に達するという。これに対して、ドロップシッピングシ

ステムを使用しての個人顧客は2万7000店と、数は多いが、

全売上高に対する比率は5%にすぎない。この事実が、現在

のこの業界の内情を示していると言ってよいのではないか。

■　全国展開にも期待

業界の主要DSPの特徴やスタンスを、各社から得た回答

をもとに要約しておきたい（資料5-7-1）。ここに記載した以

資料5-7-1　主要DSPの特徴やスタンス

サービス名

ドロップシッピング
ジャパン

ミセつく

電脳卸

リアルマーケット
ドロップシッピング

もしもドロップ
シッピング

ケンコーコム

shirtcity

DStown

運営会社

G&W株式会社

株式会社ストア
ファクトリー

株式会社ウェブ
シャーク

株式会社リアルコミ
ュニケーションズ

株式会社もしも

ケンコーコム
株式会社

有限会社IDCOM
ジャパン

株式会社 アップ
ステア

URL

http://www.
dropshipping.co.jp/

http://www.
misetsuku.jp/

http://ds.d-064.com/

http://realmarket.jp/
ds/
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外にも多くのDSPがあることを付記する。

また、商品を提供するメーカー/サプライヤーには、美容

関係の中小メーカー、家電卸の大手、雑貨販売の卸、大手

量販店の卸売り部門などが名を連ねている。今後は、日本

各地の特産品や伝統的な商品などを、ドロップシッピング

を通じて全国に販売することができるだろう。

こうしたサプライヤー/メーカーにとっては、ドロップシッ

ピングに参加することにより、ドロップシッパーが発信元に

なるクチコミマーケティングが期待できる。また、管理がし

やすいので、簡単に販路を拡大することも可能である。集

客、販促、マーケティングといったモノづくりとは直接関係

のない部分をドロップシッパーに任せることで、製造にも注

力できるようになる。

■　ドロップシッピングの問題点

急速に伸びているドロップシッピング業界だが、販売者か

らみたドロップシッピングの留意点として、以下のようなも

のが挙げられる。

（1）自らが売り主になるので、商品や取引についての責任

が生じる。

（2）法律上の責任も考慮する必要がある。たとえば「特定

商取引法」などにより売り主の情報開示が必要になる。

（3）顧客サポートが必要である。商品に関する質問や、ク

レームなどに対処する心構えと準備が必要になる。

とはいえ、これらの課題については、各ドロップシッピン

グプロバイダーが用意しているプログラムを選択することに

よって、処理や管理をプロバイダーに引き受けてもらうこと

ができる。

現在、ドロップシッピングの普及は緒に就いたばかりだが、

将来的にはEコマースの30％程度には達するだろうとの見方

がある。

■　今後の展望と取り組みについて

ドロップシッピングでは、個人が通販サイトを営むことが

多いため、どうしても販売責任の所在などが問題になりがち

である。これを解決するために、個人事業者の認証制度な

どを通じてトラブルを防止しようという動きが急速に高まっ

てきている。2007年4月には「日本ドロップシッピング協会」（*1）

が設立され、業界全体で、自主的なルール作成を通じて、

問題解決に取り組んでいく構えだ。

急激に認知され、市場を確保しつつあるとはいえ、ドロ

ップシッピングの普及はまだこれからの課題である。日本ド

ロップシッピング協会の設立が、この業界の健全な発達を

促すきっかけになることを期待している。

（*1）日本ドロップシッピング協会　　http://www.dsjp.org/

出所　各社から得た回答などをもとに筆者作成

DSP運営の
スタンス

サプライヤーとドロップシ
ッパーの出会いの場と、円
滑に取引できるシステムの
提供
DSP事業者としての意識は
強くない。「誰でもショップ
が作れるメディア」の運営
を通じたEC事業を展開し
ていると考えている
日本で最初にDSサービス
開始を宣言した会社であ
り、物販上のハードルを低
くして「商売人育成」を目
的としている

「すべての商品のDB化を、
すべてのサイトのEC化を」
を謳い文句に、商品DB、物
流センターの「ナショナルプ
ラットフォーム」を目指す
ドロップシッパーにとって
使いやすく、収益があがる
サービスを提供する
リテール事業に次ぐ収益の
柱と考える

ドイツを本社とする国際企
業。Tシャツや小物などに
施す900種以上のデザイン
モチーフを自由に選べる
オリジナルデザインをした
文具やＴシャツなどの販売
に注力したASP事業

提供サービス
など

ショップ画面機能と
商品の提供

ショップ画面機能を
無償で提供

「仕入れpro」と、タ
グをブログなどに貼
り付けるだけでビジ
ネスをはじめられる

「かんたんDS」
ショッピングカー
ト、ショップ構築、
仕入、出荷などバッ
クヤード管理

アフィリエイトASP
と同様のASP系サー
ビス
商品情報提供、在庫
管理、物流機能

デザイン登録系の
DSP

デザイン登録系の
DSP

ターゲット

ドロップシッパーとして
はショップ運営者、サプ
ライヤーとしては中小企
業
ブログオーナーなどに代
表される個人メディア所
有者

主に、ネット通販に精通
しているプロフェッショ
ナル

法人および個人

自由な時間を使って収益
をあげたい個人

法人

B2B、コミュニティサイ
トなど

現時点では、主にデザイ
ナー/デザイン関係志望者

特徴
（対メーカー）

ドロップシッパーに対し
高い審査基準を設け、販
売意欲のある者を選ぶこ
とができる
多くのブログオーナーに
よる販売

ウェブ上から商品情報を
登録するだけで、電脳卸
DSに登録しているDS販
売店に商品を卸すことが
可能
商材1000万点を取り扱う
Eマーケットプレイスを
目指す

ドロップシッパーとして
多数が登録（5月末時点
で4万サイト見込）
複数のサイトで商品販売
することができる

全世界規模で事業を展開

オリジナルデザイン商品を作って販売できる

特徴（対ドロップ
シッパー）

サプライヤーの商品に特徴
のあるものが多い。また、サ
プライヤーに対する評価制
度を取り入れている
ECショップを誰でも簡単
に持つことが可能

仕入れproとかんたんDSの
2種類のサービスを提供し
ている

初心者でも3分でショップ
オーナーになれる

初心者でも容易な非常に簡
単なショップ作り

健康食品、医薬品、化粧品等
13カテゴリーにわたる全7
万商品を販売可能

商品の在庫管理や発送業務を行う必

要がなく、個人でも手軽にECショッ

プを経営できるドロップシッピング

のシステムは、2006年以降、急速

に広まってきた。売れ筋商品から小

規模サプライヤーの特徴的な商品ま

でが豊富に揃うことが謳い文句で、

ショップを構えるドロップシッパー

も、買い物をするユーザーも、数は

増大している。ドロップシッパーは、

供給された商品をもって独自にショ

ップを経営するものと、サプライヤ

ーが提供するTシャツやマグカップな

どに自分でデザインし、オリジナル

商品として販売する「デザイン登録

型」との2種類に大別できる。
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